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１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 6,752 2.8 927 1.2 1,239 27.6 841 23.8
2025年３月期中間期 6,566 22.5 916 70.3 971 15.5 680 13.2

(注) 包括利益 2026年３月期中間期 209百万円(△90.1％) 2025年３月期中間期 2,113百万円( 16.7％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 93.36 ―
2025年３月期中間期 73.49 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 39,323 35,942 91.4
2025年３月期 40,006 36,767 91.9

(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 35,942百万円 2025年３月期 36,767百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 0.00 ― 82.00 82.00
2026年３月期 ― 0.00
2026年３月期(予想) ― 79.00 79.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,800 5.1 1,830 0.2 2,030 △3.3 1,420 △5.7 156.31

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 社（社名） 、除外 社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期中間期 11,147,634株 2025年３月期 11,147,634株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 2,215,804株 2025年３月期 2,063,104株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 9,017,330株 2025年３月期中間期 9,254,784株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間における世界経済は総じて減速傾向が続いております。米国では政府による関税引き上げが

企業収益を圧迫し、景気の下押し要因となっております。欧州ではサービス業が底堅く推移する一方、製造業の不

振が景気の重荷となっています。中国では政府の補助金政策の効果が薄れ、内需の停滞により景気減速が続いてお

ります。

わが国経済は個人消費の回復が景気を下支えしており、先行きも緩やかな回復基調を維持する見通しでありま

す。

このような状況下、当社グループにおきましては中期経営計画(2024年度～2026年度)の中間年度であり、掲げた

重点戦略である「環境負荷の低減に寄与する新製品の開発」、「既存技術の向上」等を推し進めるとともに、販売

活動の強化に取り組んでまいりました。また、住宅資材用チップソーの需要が堅調に推移したこともあり、当中間

連結会計期間における売上高は6,752百万円（前年同期比2.8％増）となりました。利益面では、受注増加に伴う中

国工場の稼働率向上が寄与し、営業利益は927百万円（前年同期比1.2％増）、経常利益は1,239百万円（前年同期比

27.6％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は841百万円（前年同期比23.8％増）となりました。

なお、2025年９月21日に当社の海外子会社TENRYU AMERICA, INC.においてランサムウェア被害が発生しており、

現在、外部専門家による原因調査及びシステム復旧作業を行っております。将来の財政状態及び経営成績に影響を

及ぼす可能性がありますが、その影響額を合理的に見積ることが困難であるため、中間連結財務諸表には反映して

おりません。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① 日本

住宅資材用チップソーの販売の増加を主因に、売上高は5,386百万円（前年同期比4.5％増）、セグメント利益

（営業利益）は、原材料費や販管費の増加により291百万円（前年同期比31.1％減）となりました。

② 中国

住宅資材用チップソーの受注・販売が増加し、売上高は2,557百万円（前年同期比17.6％増）、セグメント利益

（営業利益）は、受注増加による工場稼働率の向上が大きく寄与し、490百万円（前年同期比68.5％増）となりま

した。

③ アジア

住宅資材用チップソーの受注・販売が減少し、売上高は940百万円（前年同期比11.2％減）、セグメント利益

（営業利益）は、受注減少による工場稼働率の低下により、22百万円（前年同期比80.2％減）となりました。

④ アメリカ

金属用・住宅資材用チップソーともに販売が減少し、売上高は805百万円（前年同期比9.2％減）となりまし

た。セグメント利益（営業利益）は、仕入コスト増に伴う粗利益率の低下により、63百万円（前年同期比50.8％

減）となりました。

⑤ ヨーロッパ

金属用・製材木工用チップソーともに販売が減少し、売上高は327百万円（前年同期比14.4％減）、セグメント

利益（営業利益）は、16百万円（前年同期比15.8％減）となりました。
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（２）当中間期の財政状態の概況

(資産)

流動資産は、前連結会計年度に比べ3.0％減少し、19,777百万円となりました。主な要因は、「有価証券」が601

百万円減少したことなどによるものです。

固定資産は、前連結会計年度に比べ0.3％減少し、19,545百万円となりました。主な要因は、「投資有価証券」が

378百万円増加した一方、「機械装置及び運搬具（純額）」が462百万円減少したことなどによるものです。

この結果、資産合計は前連結会計年度に比べ1.7％減少し、39,323百万円となりました。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度に比べ5.7％減少し、1,327百万円となりました。主な要因は、「賞与引当金」が53

百万円、「未払法人税等」が46百万円増加した一方、「支払手形及び買掛金」が183百万円減少したことなどによる

ものです。

固定負債は、前連結会計年度に比べ12.1％増加し、2,053百万円となりました。主な要因は、「繰延税金負債」が

213百万円増加したことなどによるものです。

この結果、負債合計は前連結会計年度に比べ4.4％増加し、3,380百万円となりました。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度に比べ2.2％減少し、35,942百万円となりました。主な要因は、「その他有価証券

評価差額金」が357百万円増加した一方、「為替換算調整勘定」が962百万円減少したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績につきましては、米国の関税政策や中東情勢をはじめとする地政学的リスクの影響により、先行きは

依然として不透明な状況にありますが、現時点においては、2025年５月13日に公表した業績予想からの変更はござ

いません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,754,993 10,148,016

受取手形、売掛金及び契約資産 2,448,030 2,319,860

有価証券 2,399,429 1,798,219

商品及び製品 2,880,780 2,822,640

仕掛品 795,071 774,274

原材料及び貯蔵品 1,989,394 1,728,631

その他 230,130 287,023

貸倒引当金 △98,902 △101,093

流動資産合計 20,398,926 19,777,571

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,137,760 2,054,937

機械装置及び運搬具（純額） 4,563,009 4,100,640

土地 2,524,142 2,512,109

その他（純額） 264,141 418,886

有形固定資産合計 9,489,053 9,086,574

無形固定資産 37,627 31,366

投資その他の資産

投資有価証券 9,227,377 9,605,900

退職給付に係る資産 464,087 462,275

その他 401,454 372,018

貸倒引当金 △11,795 △12,502

投資その他の資産合計 10,081,124 10,427,692

固定資産合計 19,607,805 19,545,632

資産合計 40,006,731 39,323,204
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 396,639 213,147

未払法人税等 194,223 240,226

賞与引当金 207,188 260,351

その他 609,359 613,756

流動負債合計 1,407,411 1,327,482

固定負債

繰延税金負債 1,790,544 2,003,644

退職給付に係る負債 20,144 20,889

その他 20,906 28,939

固定負債合計 1,831,595 2,053,473

負債合計 3,239,007 3,380,955

純資産の部

株主資本

資本金 581,335 581,335

資本剰余金 552,747 562,058

利益剰余金 30,427,167 30,524,101

自己株式 △2,300,262 △2,599,499

株主資本合計 29,260,987 29,067,995

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,871,930 3,229,671

為替換算調整勘定 4,486,932 3,523,994

退職給付に係る調整累計額 147,873 120,586

その他の包括利益累計額合計 7,506,737 6,874,252

純資産合計 36,767,724 35,942,248

負債純資産合計 40,006,731 39,323,204
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高 6,566,256 6,752,994

売上原価 4,297,083 4,409,027

売上総利益 2,269,172 2,343,967

販売費及び一般管理費 1,352,243 1,416,345

営業利益 916,928 927,621

営業外収益

受取利息 54,383 61,383

受取配当金 125,879 170,023

為替差益 ― 55,475

その他 40,369 27,165

営業外収益合計 220,632 314,049

営業外費用

支払利息 88 159

為替差損 165,640 ―

リース解約損 17 1,606

その他 ― 155

営業外費用合計 165,746 1,921

経常利益 971,814 1,239,749

特別利益

固定資産売却益 9 89

特別利益合計 9 89

特別損失

固定資産売却損 ― 2,046

固定資産除却損 11,196 8,594

投資有価証券評価損 99 ―

特別損失合計 11,296 10,640

税金等調整前中間純利益 960,527 1,229,198

法人税、住民税及び事業税 251,178 323,358

法人税等調整額 29,258 63,974

法人税等合計 280,436 387,332

中間純利益 680,091 841,865

非支配株主に帰属する中間純利益 ― ―

親会社株主に帰属する中間純利益 680,091 841,865
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益 680,091 841,865

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 114,820 357,740

為替換算調整勘定 1,354,892 △962,938

退職給付に係る調整額 △35,949 △27,286

その他の包括利益合計 1,433,763 △632,484

中間包括利益 2,113,854 209,380

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 2,113,854 209,380

非支配株主に係る中間包括利益 ― ―
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結損益
計算書計上額

(注)２日本 中国 アジア アメリカ ヨーロッパ 計

売上高

外部顧客への売上高 4,053,400 733,580 515,646 880,536 383,091 6,566,256 ― 6,566,256

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,101,070 1,440,862 544,187 6,073 ― 3,092,195 △3,092,195 ―

計 5,154,471 2,174,443 1,059,834 886,610 383,091 9,658,451 △3,092,195 6,566,256

セグメント利益 422,953 290,947 111,407 128,373 19,361 973,042 △56,114 916,928

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結損益
計算書計上額

(注)２日本 中国 アジア アメリカ ヨーロッパ 計

売上高

外部顧客への売上高 4,279,123 871,137 470,963 803,888 327,881 6,752,994 ― 6,752,994

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,107,728 1,686,587 469,910 1,588 ― 3,265,815 △3,265,815 ―

計 5,386,852 2,557,725 940,873 805,477 327,881 10,018,809 △3,265,815 6,752,994

セグメント利益 291,389 490,223 22,061 63,195 16,304 883,174 44,446 927,621

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。


